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1.緒 論

1893年Lichtheim〔1}ガ 初 メ テ 糞 便 中 二 結 核 菌

テ詮 明 シ テ 以 來 、 糞 便 中 ノ結 核 菌 検 索 二 關 ス ル

研 究 ハ、 頓 二隆 盛 ラ來 シ、Robert,Willson

andRandle(2}(1909),KurtNUssel(3)(1923),新

井 氏 ω(1924)等 ハ 塗 抹 染 色 標 本 二 依 リ菌 ラ謹 明

シ タ.1又Uhlenhuth(5)(1908)ノ 「ア ン チ フ ォル

ミン 」ラ慮 用 シ タ モ ノ ーKlose(6)(1910),Philip

u.AgnesEllenPorter〔7,(]9]o),千 葉 氏(8)(1924)

Bandelier-Roepke(9)(1926),伊 藤 氏(10)(ユ931)等

ガ ア ル 。 其 他 、Strasburgerc"」(191(1),Zahn(12)

(1910),Fried.B.M.(13)(1923》,Morean(14)(1923)

DionysiusSziile「15)(1931),伊 藤 氏 等 ハ檜 殖 法 テ

考 案 シ タ.尚 、HugoEngelson'1G)(19」5>ノ ・肛 門

ヨ リ探 便 器 テ 入 レ、 直 腸 カ ラ其 ノー 部 テ掬 ヒ取

ル 事 二 依 リ、Rosenblatt(ID(1915)・ ・腸 結 核 患 者

二、 阿 片 テ 與 へ 、 糞 便 テ硬 ク シ テ、 腸 壁 ノ表 面

二燭 レ サ セ ル事 二依 リ テ、 菌 ノ護 明 テ正 確 ニ シ

ヨ ウ ト シ タ.

是 等 ノ研 究 ハ 皆 、 塗 抹 染 色 法 ニ ヨ ツ タ モ ノ デ ア

ノレo

糞 便 中 ノ結 核 菌 ノ検 索 ・・、FriedaRitte1-Wilen-

ko(i8)(1911:,Sahli(19){1906),StrUmpe11(20)(1928)

等 二 依 レバ 、 喀 疾 中 ノモ ノ ヨ リ モ 稀 ニ ノ ミ畿 見

サ レ、 且 ツ容 易 ナ モ ノ デ ハ ナ イ ト云 フ。 然 ル ニ

前 記 ノ諸 研 究 者 ノ成 績 テ 見 ル ニ、 何 レモ 皆 好 成

績 テ示 シ、 結 核 菌 ラ喀 疾 中 二 読 ス ル モ た ・ノ・、

100%二 於 テ 登 見 サ レ タ モ ノ数 多 久 且 ツ叉 、

喀 疾 中 二 結 核 菌 ノ謹 明 出 來 ナ ヵ ツ タ患 者 ニ サ へ

是 テ讃 明 シ テ 居 ル。 印 チTommas1ni,Cimone

(21)(1931)ハ 喀 疾 ノ鋏 ケ ル ーi人 ノ患 者 ノ糞 便 中 一

結 核 菌 テ謹 明 シ、EsplugnesMatres,Julio(22)

(1932)・ ・早 期 浸 潤 二 於 テ、 初 メ ニ 糞 便 二結 核 菌

テ讃 明 サ レ タ後3ケ 月 後 二 喀 疾 中 二菌 ノ護 明 サ

レ ター 患 者 ヲ報 告 シテ 居 ル 。故 二Rosenberger

(23)(!gO7)
,DionysiusSzUle(]931)等 ハ喀 疾 中 ノ

菌 ノ検 索 ヨ リ モ正 確 デ ア ル トサ へ 構 シ テ 居 ル 。

糞 便 中 一 ハ 、 結 核 菌 以 外 ノ非 病 原1生 ノ抗 酸 性菌

ノ存 ス ル 事 ・・周 知 ノ事 實 デ ア ル。 即 チSchmidt

u.Strasburger(24)(1910)・ ・結 核 菌 以 外 ノ抗 酸 性

抗 酒 精 性 ノ菌 ヲ誰 明 シ タ.

又 、MoareAlexander(25)11910)モ129例 ノ非 結

核 性 疾 患 ノ患 者 二於 テ 、 抗 酸 性 菌 テ認 メ タ。 其

他Senerin,Olt,Capaldi,Moeller,Mironescu

(26"(1923)等 モ牛 ノ糞 便 中 二抗 酸 性菌 テ謹 明 シ テ

居 ル 、 又 最 近 太 田 原 氏(2D(1933)・ ・S6hngenノ

攣 法 二 依 リ人 類 、 種 々 ノ動 物 ノ糞 便 、 種 々 ノ穀

類 等 ヨ リ、 抗 酸 性 菌 テ分 離 培 養=ス ル 事 二 成 功 シ

テ ル。 此 ノ外 爾 ホ糞 便 以 外 ノ抗 酸 性 菌 ト シ テ 、

牛 酪 、 牛 乳 、 水 道 等 ノ ソ レハ 、 古 ク カ ラ知 ラ レ

テ 居 ル モ ノデ ァ ル 。

一 方 又Klose(1910)
,且ugoEngelson(1915),

Bergstud㈹(1915♪,Charldler(29)(1・928),Stobo鋤

(192,R)等 ハ 健 康 者 、 非 結 核 性 疾 患 ノ患 者 、 喀 疾

中 二菌 ノ諦 明 出 來 ナ カ ツ タ人 ニ ハ 、 糞 便 中 二抗
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酸性菌 ラ謹 明出來 ナ カツタ ト云 フ。

シカ シ糞 便中 二結核 菌以外 ノ抗酸性菌 ノ存 スル

事 ヘ ー般 ノ等 シク認 メル所 デアル。

シカラバ、是等諸研究 者達 ハ是等 ノ非病原性抗

酸 性菌 トノ鑑 別 テ如何 ナ ル方 法 デヤ'ソタカ。

Strasburger(1910)・ ・非病原性 ノ菌 ・・、短 ク、太

ク、且 ツ非常 二轡 曲 シテル ト云 フn又Philipu.

AgnesEllenPorter(191())・ ・酒精 デ出來 ルダケ

脱 色 ラ完全 ニス レバ ヨ イト云 ヒ、又LydiaRa-

binowitsch(31)(1909)モ 石 炭酸 「フク シン」デ強 ク

染 メテ、盤酸酒精 デ充分 脱色 ス レバ、結核菌 ト嘔

別 スル事 ガ出來 ル ト構 シRosenberger,Robert

u.Willson(1909)ハPapPenheimプ ロ ゾ リ、

ク」酸 二依 ツテ脱 色 テ充分 ニ シテ居 ル。

其他 ノ著者 モ、何 レモ是等 ノ形 態學的 ノ所 見、

脱色法等 二立脚 シテ居 ル。

余 ハ是等 ノ鑑別法 ハ、充分 デナ イ ト信 ズル。 且

ツ又塗抹標本 二依 リ染色 サ レテ謹明 サ レタ抗 酸

性菌 ノ全部 ガ果 シテ結核菌 デ アルカ、 ドウカ、

疑 ハ シイモ ノデ アル ト思 フ.結 核菌 ノ詮 明 二簡

軍 デ且 ツ正確 ナモ ノノ・培養法 デ アル。初 メデ糞

便 中 ヨリ結核菌 ノ分離培養 ラ試 ミタモ ノハ、余

ノ知 レル範 園 デハPhilipu.AgnesEllen(1910)

ノ様 デ アルガ、氏 ハ 「結核菌 テ殺 ス事無 シニハ

i雑菌 テ殺 ス事 ハ出來 ナ イ」 ト稗 シ、培養 ノ容易

デナ ィ事 ラ構 シテ居 ル。

Petroff(32)(1915)ノ ・初 メテ、人 ノ糞便 ヨ リ結核菌

ノ分離培養 二成功 シタ.即 チ喀疾 中 二菌 ノ認 メ

ラ レタ患者、32例 中、19例 二陽性 テ示 シ、6例

ハ汚染 サ レ、7例 ハ陰性 デ アツタ.此 ノ陽性 二

出 タ中 ノ、ニ ツ ノ菌株 ヲ海狸 ノ皮 下 二注射 シタ

ラ、 陽性 デアツタ ト云 フ。

此 ノ方法 ハ 「3倍 量 ノ水 デ糞便 テウスメ、4乃 至

5枚 ノ「ガー ぜ」デ濾 シ、 ソノ濾液 テ、 食盤 デ飽

和 シ、1時 間放 置 ス レバ、菌 ハ俘 ブ故、 ソレラ

匙 デ集 メ、 ソレニ同量 ノ苛性曹達 ノ規 定液 ラ加

へ
、37度 二、3時 間放 置 シ、牛時間毎 二振 盈 ス

ル、後 「リトマ ス」紙 テ用 ヒテ、盤酸 ノ規 定液 デ

中和 シ、遠 心 シテ其 ノ沈 渣 テ植 ヘル」。

氏 ハ 培 養 ノ巧 ク ー⊥ カ ナ イ ノ ハ 、 茜 ガ 糞 便 中 デ死

ヌ 爲 デ ア ラ ウ ト稻 …シテ 居 ル 。 又EmilioFalci(33》

(1923)・ ・Petroffノ 方 法 テ追 試 シ タ ガ、 良 好 ナ

結 果 ハ 得 ラ レ ナ カ ツ タ.

1924年 、 住 吉 氏(34)・・喀 疾 ヨ リ ノ培 養 二硫 酸 法 テ

褒 表 後 且ohn(35)(1926)ガ 是 テ改 良 シ タ、 又 培 養

基 モ 卵 培 地 テ 用 ヒ ラ レ ル 様 ニ ナ ツ テ カ ラ、 種 々

ノ材 料 カ ラ ノ分 離 培 養 ハ 、 非 常 ナ登 達 テ 途 ゲ タ

ガ 、 掲 リ糞 便 ヨ リ ノ培 養 ハ 取 リ残 サ レ タ憾 ガ ア

ル。Hohn・ ・同 年12.0%ノ 硫 酸 デ、30分 庭 理

シ タ ガ 、 氏 モ 亦12.0%ノ 硫 酸 デ ハ 必 ズ シ モ、雑

菌 ラ殺 シ得 ナ イ ト稔 シテ 居 ル 。

其 後G.Schrader(36)(1927),W.且auptmann

(3η(1928)IreneV.Trosse1(38)(1930),E・Fredrich

(39)(1930) ,Opitz㈹(1931)等 ・・硫 酸 法 テ 追 試 シ タ

ガ 不 成 功 二 終 ツ タ。

又 一一方Uhlenhuthノ 「ア ン チ フォノレ ミ ン 」テ癒

用 シ テ 分 離 培 養 テ 試 ミタ モ ノErika且ermann

(40(1927),H.T.Tiedemannu.A.HUbener

(42)(1931)等 ガ ア ル。前 者 ハ15・0%ノ 「ア ン チ フォ

ル ミ ン」テ後 者 ハ25.0%ノ モ ノ テ用 ヒ タ ガ、 何

レ モ 見 ル ベ キ結 果 ハ 得 ラ レナ カ ツ タ.叉 伊 藤 氏

㈹(1932)ハ200%「 ア ン チ フ ォル ミ ン」、盤 酸 「ペ

プ シ ン」液 、 盤 酸 「ペ プ シ ン」紫 液 等 ラ 用 ヒ、 分

離 培 養 テ試 ミ タ ガ 、 矢 張 リ期 待 サ レ タ結 果 ハ 得

ラ レナ カ ツ タ。 今 文 獣 中 二 表 ハ レ タ培 養 成 績 テ

示 セ バ 、 次!通 リ デ ア ル 。

著 者
検査
人員
陽性
人員陽性率

PetroH(1915) 32 19 59%

JosephHohn(1926) 不明 5

ErikaHermann(1927) 不明 1

G.Schrader(1927) 4 0 0%

W.Hauptmannu.
Burtscher(1928) 4 1 25%

H.J.Tiedemannu.A.

H廿bener(1931)
183 0 0%

伊藤氏(1932) 41 13 29%

是 等 諸先進 ハ異 口同音 二培養 ノ容 易ナラザル事

ラ構 シテ居ル ガ、 ソノ理 由 ラ縮括 シテ見 レバ次

ノ様 デアル。



第8號 】 小川=糞 便 中ノ結核菌分離培養二就テ 793

(1)結 核 菌 ノミテ全 ウ シテ他 ノi雑菌 ラ殺 ス檬 ナ

方法 ノ無 イ事(Irenev.Trosse1)(G.Schrader)

(且ohn)(Philipu.AgnesEllenPorter)(側 餐

氏)。

(2)小 量 ノ結核菌 ガ大量 ノ糞便 一 混合 スル事

(G.Schrader)。

(3)結 核 菌ハ、糞 便中 デ死 ヌダ ラウ、或 ハ生活

力 ガ乏 シイグラウ(Petroff、 伊 藤氏)。

(4)腸 内 ノ異 常醗酵 、他 ノ雑菌 ノ檜殖 ノ爲=、

結 核 菌 ガ害 サ レルデ アラゥ(Tiedemannu.

且Ubener)。

余 ハ今 マデ肺結核 患者 二於 ケル糞便 中 ノ結核 菌

検索 ノ組織 ダ ツタ研究 ガナ ィノデ、果 シテ ドノ

程度 マ デ糞便 中二結核菌 ガ謹 明出來 ル カ ト思 ヒ

硫酸法 「アンチフ。ル ミン」法、伊藤 氏 ノ方法等

テ追試 シタガ、何 レモ不正確 ナモ ノデアツタ。

依 ツテ是等不確實 ナ方法 テー歩進 ノ、簡輩 デ確

實 ナ方法 ガ アレバ、結核性疾患 ノ診断 ノ上二盆

スルモ ノガ アル ト思 ヒ、改 善 二務 メ、此腿 ニ イ

サ ・力見 ルベ キ結果 テ得 久 且.ツ又余 ハ肺結核

患者 ノ第二次的腸結核 ガ果 シテ何 二依 ッテ來 ル

モ ノガ多 イカヲ詳 ニセ ン トシテ臆汁、 胃液等 ノ

培養 モ試 ミタ ノデ合 セテ此塵 二登表 シ、腸結核

ノ登 生二關 スルー考察 テ試 ミルモ ノデ アル。

2・ 考 案

糞便 二「アンチ フ、ル ミン」ヲ 加 へ、 「ガー ゼ」デ

濾 ス時ハ、 ソノ濾液 ハ全 ク均一 ナ濁 ツタ液 トナ

ル。之 二硫酸 テ加 ヘル時 ハ其 ノ均一 ナ液 ノ所 々

二、小 サナ塊 ガ出來、之 レガ次第 二合 シテ、 容

器 ノ下ニ タマル。而 シテ爾 ホ小 サナ雲架状 ノ塊

ハ浮游 シテ居 ル。之 レテ遠心 スル時 ハ、俘 イタ

雲 モ全部沈澱 サ レ、上澄 ハ全 ク透 明 トナル。而

シテ結核菌 ハ全部此 ノ沈澱 ノ中 二集 ル。此 ノ場

合硫酸 ト「ア ンチフォル ミン」二依 リ、雑菌 ノ、殺

サ レル ガ 、 結 核 菌 ハ 害 サ レ ル事 ハ 無 イ、 又 前 記

ノ 「ア ン チ フ,ル ミ ン」 二 代 ヘ ル ニ 「ト リパ フ ラ

ビ ン」 ト 「ア ン チ フォル ミ ン 」テ 以 ツ テ 腿 置 シ タ

場 合 モ 同 様 デ ア ル 。 叉 「ア ン チ フォル ミ ン 」ラ 用

ヒ ル事 ナ 久 硫 酸 ト「ト リパ フ ラ ビ ン」 ノ ミ デ庭

置 シ タ場 合 モ 同 ジ デ ア ル 。

「ト リ パ フ ラ ビ ン 」 ト云 フ ノ ハ 「ヂ ア ミ ノ メ チー

ル ア ク リ ヂ ン ク ロ リリド」デ、 「バ イエ ル」會 肚 登

費 ノ モ ノ デ ア ル 。

3・ 培養方法

入院 中 ノ患者 二、朝 ノ糞 便 テ豫 メ滅菌 シタ茶碗

一、直接探 ラセル。 ソシテ次 ノ様 二庭 置 スル。

(1)「 ト リパフラビンj硫 酸法、豫 メ滅菌試瞼管

二 〇.1%ノ 「トリパ フラビン」溶液5c.c.乃 至7c .q

入 レ、之 レニ小指 ノ先程 ノ糞 便 テ探 リ、良 ク擁

搾 シテ溶 シ、之 レテ滅菌 「ガj・・…一一・ぜ」2枚 デ濾 シ、

濾液 テ豫 メ滅菌 シタ20c.c,マ デ 目盛 ノアル 「ス

ピノツガ ラス」二 探 リ、直 チニ2倍 量 ノ1.0%

ノ硫 酸 テ加 へre7Sシ 、1時 間室温 一 放置 シ、

後、1分 間 三千廻轄 ノ遠 心器 デ、25分 遠心 シ、

上澄 ラ棄 テ、沈渣 テー白金 耳宛輕 ク培養基 二塗

ノレo

(2)「 ア ン チ み ル ミ ン」硫 酸 法 、 豫 メ 滅 菌 試 験

管 二15%ノ 「ア ン チ フ 。ル ミ ン」5c.c.乃 至7c.c

トリ、之 レニ小指 ノ先程 ノ糞便 テ入 レ、良 ク撹

搾 シ、滅菌 「ガー ゼ」2枚 デ濾 シ、濾液 ラ豫 メ滅

菌 シタ「スピッツガ ラス」二入 レ、30分 間室温 二

放置 シ、後2倍 量 ノ1.0%硫 酸 ヲ 入 レ、 擁搾

シ、術 ホ30分 室温 二放置 シ、後25分 遠心 シテ

沈 渣 ヲー白金 耳宛輕 ル ク培養,基 二塗 ル。

(3)「 ト リパ フラビンアンチ フォル ミンj硫 酸法

(2)ノ 場 合 ノ15%「 ア ンチフ,ル ミン」5乃 至7

二夏 ヘルニ15%1ア ン チフ,ル ミン」3c ・c・及 ビ

0・1%「 トリバ フラビン」溶液sc・aテ 混合 シタモ

ノデ虎 置 スル。後 ノ操作 ハ(2>ト 全 ク同 ジデ ア

ル。以上 ハ全 ク滅菌 的 二操作 シタ。

余 ハ同一糞便 二付 キ前記3方 法 中 ノ2方 法 テ合

セ行 ツテ居 ル。余 ハ此 ノ3方 法 二依 リ、果 シテ
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如何 ナル程度 二糞便 中 ヨ リ培養 出來 ルカ ト思 ツ

テ、結核患者 ノ喀疾 ヨ リ分離 シタ菌種 二依 リ、

豫備試瞼 テ行 ツテ見 タラ、 何 レノ方 法 デモ、結

核菌2.Omg/200倍 稀繹 ノ菌 量 マデ培養 シ得

ル事 ガ出來 タ。 ソ シテ上澄 ニハ菌 テ詮 明 スル事

ハ出來 ナカツタ。

4.培 養基

培養基 ハ種 々 アルガ、今 日初代 培養 二用 ヒラレ

ルモ ノデ液膿 培地 トシテハ、Besredka(49(1921)

固形 培養 基Dテ ・・Hohn(1926),Petragnani

㈹(1927),L・6wenstein〔4M(1930)等 ノ卵 培地 ガア

ル。最近教 室 ノ鈴木立春氏 ハ結核菌分離 培養基

トシテ、銀 杏鶏 卵培養基 ラ考案 シ久 此 ノ培地

ノ優秀 ナ事 ハ昭和7年 度 ノ結核學會 ノ席上 デ熊

谷教 授 ノ既 二礎表 サ レタ事 デアルガ、其 ノ後 、

教室 ノ大 島、鈴木(立)、 鈴木(邦)氏 ナ ドノ胸膜

滲 出液中 ノ結核菌培養 二於 テHohnノ 培 地 ヨリ

ノ・遙 二優秀 ナモ ノデ アル事 テ報告 シテ居 ル。 且

ツ又、喀疾、脊髄液、尿、種 々 ノ膿、種 々 ノ組

織 ナ ドヨ リノ分離培養 二於 テモ、著者 ハ優秀 デ

アル事 テ認 メテ居 ル。余 ハ初 メ、銀杏鶏卵 培地

ト、L6wenstein,Hohn等 ノ培地 テ併 用 シテ

居 ツタガ、鈴木氏培地 ノ優秀 ナ事 テ認 メタ ノデ

後 ニハ皆、鈴 木氏培地 テ用 ヒタ。

即 チ、鈴木氏培地3本 、鈴木氏培地 カラ グ リ

セ リン」テ除 イタ培 地2木 、都合5本 宛一方法 二

用 ヒタ。

5.鈴 木氏銀杏鶏卵培養基ノ製法

銀 杏 液 ノ製 法 。

銀 杏(外 皮 テ 割 ツ タ 果 肉)50.Ogr

味 ノ素3・Ogr

O.85%食 盤 水200・Oc・c・

以 上 滅 菌 容 器 内 一 容 レ、 「コ,ホJ釜 デ1時 間 煮

沸 、 直 チ ニ室 温 二放 置 冷 却 シ、 濾 過 ス、其 ノPH

ハ6.2デ ア ル 。

培 養 基 ノ製 法 。 。

銀 杏 液100・{♪c・c・

「グ リ セ リ ン」6.6c.a

2%「 マ ラ ヒ ソトグ リー ン」液6.Oc・c・

卵 液200.Oc・c・

先 ヅ.銀 杏 液 二 「グ リ セ リ ン」テ加 へ 、 色 素 ラ 李

等 二 混 ぜ、 豫 メ、 外 殻 テ滅 菌 シ テ 置 イ タ、 最 モ

新 シ イ鶏 卵 一1,個二、 卵 黄1個 ノ割 合 二、 滅 菌 的

二 混 和 撹i陣 シ タ モ ノ ・200c・c・テ李 等 二混 ジ、 滅

コ

菌 「ガー ゼ」デ濾過 シ、次 イデ滅菌試験管 二分注

シ、第1日85度30分 、第2日75度20分 、 第

:1日75度20分 血 満凝固器 デ加 温凝固 サセル。

其 後、24時 間、血温卵孚巣 内二放置 シ、雑菌 ノ混

入 ノナ イ事 テ確 メタ後 用 ヒタ。

6.培 養成績

3方 法 中。2方 法 ラ併用1、 其 ノー方法 ニデモ

陽性 ノモ ノハ総 テ陽性 トシタ。培養 シタモ ノハ

是a3ケ 月間観察 シ、3ケ 月 ラ経 テモ、菌 ノ護

明 ノ出來 ナカツタモ ノハ陰性 トシタ。聚落 テ肉

眼 デ褒 見 シタ時 ハ、聚落 ノ成長 ラ待 ッテZiehl-

Neelsenノ 方 法 デ染色 シ、抗酸性、抗酒精性 デ

アル事 テ確 メタ リ。'

余 ノ方法 デハ「トリハ フラビン」デ虚置 シタ場合

ノ・聚落 ハ黄 色 トナ リ、 シカラザル場合 ハ白 ク出

タ。聚落 ガ黄 色 二著 色 スル事 ハ興 味 ノアル事 デ

アル。 余 ハ糞 便以外 ノ材料 デモ著 色 スル ト思 ツ

テ、種々 ノ膿 、尿、喀疾 等 テ「トリパ フラビン」

ト硫酸 デ庭 置 シテ見 タ ラ、矢張 リ著 色 シタ。 ソ

シテ叉 喀疾 ノ分離培 養 デ「マ ラヒットグ リー ン」、

「コンゴロー ト」、 「グ ンチアナ ビオレット」等 テ

硫 酸 卜、合 セ腿 置 シタガ、 聚落 ハ決 シテ著色 シ

ナカツタ。

叉喀疲 カラ分 離 シタ菌株RobertKochガ 分
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離 培 養 シ テ今 日 マ デ 傳 ツ タ ト樗 ス ル菌 株 二 於 テ

モ 、 「ト リパ フ ラ ビ ン」 デ ハ 著 色 ス ル ガ 「コ ン ゴ

ー ロ ー ト」 「マ ラ ヒット グ リー ン」 「ゲ ン チ ア ナ ビ

才 レ。ト」等 デ ・・著 色 シ ナ カ ツ タ。

第 一表 肺 結 核 患 者 二於 ケ ル培 養 成 績 一 覧 表
一 皿 　

喀疲
中ノ
菌

型 検査
人員人員率
陽性陽性

1

干 均

(一) 初 感 染171010一

(+)

一

早期型 浸潤性 隠蜜14
100 「

>100

血行性 11
一
100

晩

型

慢肺
結
性核

滲出型 3535 100

塘殖型 27.27 100

硬化型 151151 100

期'粟 粒 結 核 ユL- 100

乾酪性肺炎 212
一
100

肺 尖 結 核100

再欄生寝1副33 100

(一)

早期型
浸潤性 19 6 32

9-`

}28・5・血行性 12 3 25

}3・ ・5

20.0、

1

26.7>
晩

期

型4

慢肺
結
性核

滲出型 0 0

壇殖型 4 1 25

硬化型 13 5 38

粟 粒 結核 0 0

乾酪性肺炎 0 0

肺 尖結 核 7 0 0

再燃性浸潤 5 1 20

肺結核患者 ・・、166例 中、115例 ノ陽性 テ示 シ

テ居ル。之 ヲ細別 ス レバ、初感染7例 ハ全部陰

性 デアツテ喀疾 中二結核菌 ノ謹 明出來 タモ ノハ

早期型、晩期型 ヲ問 ハズ総 テ陽性 デアツタ.(喀

疾 テ訣 クモ ノ及 ビ菌 ノ無 イ患者 デモ、 胃液 テ培

養 シテ陽性 二出 タモ ノ・・喀疾 中 二菌 ノ謹明 出來

タモ ノトシタ)

叉 喀疲 中 二菌 ノ護 明出來 ナカ ツタモ ノノ・、 早期

型 デノ・、31例 中9例(28.596)、 晩期型 ノ慢性

肺結核 デノ・17例 中6例(31・5%)、 再燃 性浸潤

デノ・5例 中1例(20.0%)陽 性 デ アツテ、之 レラ

李均 ス レバ26.7%デ アル。

肺以外 ノ結核性疾患 デハ、26例 ノ胸膜 炎2例 ノ

脊椎 「カ リエ ス」14例 ノ腎生殖器結核、1例 ノ脊
の 　

椎炎、1例 ノ心嚢炎等ハ全部陰性ラ不 シタガ、

腹肋膜炎 ノ患者ハ14例 中2例 二陽性 テ示 シタ。

健康者10例 及 ビ非結核性疾患14例 デハ全部陰

性ラ示 シタ。

聚落ラ肉眼デ褒見スル迄 二要スル日数 ハ銀杏鶏

卵培地 デノ・次 ノ様 デアル。

方 法 最短最長 亭均

1)「 トリパ フ ラ ビy」 硫 酸 法 10 42 25.5

2)「 ア ソチ フォル ミソ」硫 酸法 8 63 23

3)「 ト リ パ フ ラ ビ ソ.ア ン チ

フ ォノレ ミ ソ 」硫 酸 法
8 74 25

註.藪 字ノ・日敷 ヲ示ス

叉 「グ リセ リン」無 シノ培地 ハ何 レノ方法 デモ2

日乃 至3日 早 イ様 デアル。

個 々 ノ培養法 ノ優劣 ノ比較 ハ、個 々 ノ方法 デ、

同 ジ例藪 ダケ ヤヅタ ノデナ イヵラ、困難 デ アル

ガ、之 レラ縮覧 スル ト、(1)ノ 方 法 テ基礎 トシ

テ(2)或 ヒ・・(3)ノ 方 法 テ併用 シテ、陽性 二出

タモ ノ・15%・ ・(1)ノ 方 法 デ陰性 デ ァツテ(2>

或 ヒバ(3)ノ 方 法 デ陽性 出 タモ ノデ アル。其 ノ

實際 ノ例数 ハ 壬人 デアルガ、此 ノ中雑菌 ノ爲 一

陰性 デアツタ ノガ1例 デ、無菌 ガ3例 デアツタ.

而 シテ前者ノ・第(3)ノ 方 法 二依 リ、後者 ハ(2)

ノ方 法 ニ ヨツテ、 陽性 テ示 シテル。 又(2)ノ 方

法 テ基礎 トシテ、(1)或 ヒバ(3)ノ 方 法 テ併用

シテ、(2)ノ 方法 デ出ナ カツタモ ノノ・、30例

(28%)デ ア ツテ、之 レハ全部雑 菌混入 ノ爲 二陰

性 ヲ示 シタモ ノデアル。 シカ:4テ 、其 ノ中 ノ5

例 ノ・(1)ノ 方 法 二依 リ残 リ25例 ハ(3)ノ 方 法 デ

陽性 デアル。

又(3)ノ 方 法 ヲ基礎 トシテ、(1)或 ヒバ(2)ノ

方 法 ラ併用 シテ(3)ノ 方 法 デ出 ナヵツタモ ノハ

6例(6.0%)ア ル ガ、 此 ノ中、2例 ・・雑菌 ノ混

入 ニ ヨリ、後 ノ4例 ハ無菌 デアツタ、 シカ シテ

前 者 ハ(1)ノ 方 法 二依 リ、後者 ハ(2)ノ 方 法 デ

陽性 テ示 シテ居ル。

ソ レ故 是等 ノ關係 カ ラ、(3)ノ 方 法 ハ、一番正

確 デ次 二(1)次 二(2)ノ 様 デアル。(2)ノ 方 法

ノ・聚落 ノ登 見 マデニ要 スル 日数 ハ割合 二短 イ様

デアルガ、雑菌 ガ入 リ易 イ様 デアル。 ソ レデ余

ハ、(1)ト(2)或 ヒバ(2)ト(3)ノ 方 法 テ併用

シテ正確 ナ結果 ラ得 テ居 ル。

培養 陽性 二出タ各患者 ノ喀疾 中 ノ菌 ノ程度、糞

便 ノ性状、 胃腸障碍 ノ有無、 臨林 的所 見ハ次 二
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第 二 表 肺 結 核 患 者 二 於 ケ ル 結 核 菌

臨 休 的 所 見

剥 離 騰1瑚 肺活量盤

鵬
腸
障

糞便ノ性状

嘉巖轟麟

灘

中

緊

ノ
陽 性 者 人 名診 断

+
三

+
三

二
土
上
土
+
王

+
三

+
三

三

王

土
土
+
=
一+

一60

一62

一38

一27

一26

什十

十十

冊

骨十

一

十3.5

-28

-5

-26

-20

-23

-36

-45

-43

-45

-77

-36

帯

十

柵±

柵

十十

冊

什

十

冊十

十十

十十十

十

一63十

十

一43
什

+
王

+

二
+
王

⊥
土
+
三

二
+
王

土
+
三

二
一
亙

+

十

一59

-66

-51

十十冊

柵一

十十十

冊

一9

・一49

-45

-50

-14

-50

-68

-31

-50

-28

-26

-57

-36

十

十十

十

什

柵

冊柵

冊

一

46

116

105

45

85

72

52

41

109

74

58

62

55

46

33

31

98

86

94

110

115

40

34

118

115

111

98

96

93

97

89

52

65

27

102

95

十

十

十

十

十

二
土
+
三
士
三

二
三

三

三

=
=

±

±

±

+
二
二三

十

+
二
=

二

一
=

十

±土
+

三'

二
三

三

三

三

三

三

一三

三

三
三

三

=
一
三

三

三

+
三

一
二
三

一三

+
一一

十

±

+
三

二
上
土
+
十

三

三
二
三

=

±

+

=三

二
+
±

±

±

一

一

三

=

二
三

二
+

三

三

二
二
三

三

三

一
土
+
三

二
+
三

二
三

三

上
土
+

一
三

≡

=

二
惜

+
十

葺

王
+
王
㈲
王
土
上
土
+
二
王
装

丁
惜

一
三

三

二
+
三

+

葺

⊥
葺

柵
+
二
上
土
+
王

柵
玉

什
±

十一

75

65十
二
+
玉

什珊

珊

一

一48

43

2b

21

]28

±+
=

仕
丁
7
什

柵

⊥
⊥
什
+
王
土
上
土
上
土
+
T
柵
下
珊

珊

三

=

二
+
二

柵

十十

十

二

冊
丁
亙

柵
⊥

惜
一帯

柵

柵
亙

⊥
土
柵
帯
下

⊥
柵
T
T
T

≡

=
≡

=
　=
一≡
≡

=
≡
≡
一日 十

±十

+

=

十帯珊

珊柵

(1)

(1)

(1)

(2)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(1)

(2)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(1)

t2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

k8ノ

粟粒 結 核

乾酪性肺炎

再燃性浸潤

浸

潤

性

血行性

早

期

型

滲

出

型

増

殖

型

慢

性

肺
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培 養 陽 性 者 一 覧 表

1臣 耕 的 所 見1

嚢1赤沈醐 離隔 肺活量階
一
十 55 十 ・H・ 一38

1_
土
一
一

十
一 一

十
=

十二

±

33 一 十十 一40

6 一 十 一3

十 38 一
一

±

十十 一18

一 31 什 一32

十 40 十一
十
=

一 一

十 28 十 一20 十一
十十

二
十
二 一
十一
十

49 冊 一6

46 一
一
騎

朴 一29 一

33 十十 二
[十28 一 柵 一19

-28十 23 十 器

什

十}
冊

1一

}一

1_1一
一

±.

十

6 十 一41

20 十
二
ー

一3}十
1_
} 一19 一10
一
十
=

一 27 柵 冊 一68

± 94 冊 十十 一51

十 26 十
=
冊 一52 一

一 62 十十 一72 一

一 25.5 冊 粁一
十

一28

一 126 一 一53

十

「百「「

一
十

一 101 什 十十
一
冊

一73

一 115 十 一47

十
一 一

十
二
一
一

士

95 什 昔 一49
一
十

90 一 十 一36 惜
84 一 十十 一58 1十什

1一
64 一 十十 一63_

i_

に}
「

± 61 柵 冊 一19

十
二
十

57 一 柵 一28

47 柵 冊 一41 「

i一十一
45 一 朴 一12

二
+
=

±

一
三

圭

三

+
=

一388.5

購

騰

糞 便 ノ 性

聯蒲1騒

騒

中

≡≡
十

十

陽 性 者 人 名 聚落 ノ
度合

十十

十

十

一

一

一

一

一

一

一　十

十

十

十

(

十

十

十

十

十

日

≡li

lli

十

十

一一十

一1-

1

_[_

十

二

一

十

十

十

」

刊
,

十

十

十

十

一一

巨
博

(18)

(19)

(20;

(3)

十

一

一

一

十柵

帯

什

+

+

+

什

柵

皆

皆

卦

什

+

+

+

什

十

十

≡
日
≡

,19〕

(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

㈹
⑳

十十

十一十十

十

十

一

一

一十

十

料

陛

+
「

一

什

十

十

十

≡
=綴;
ii;1

十十十

十

十

±

±

±

±

十

±

S1

81

67

48

40

38

27

24

冊

柵

十十

柵

朴

±

冊

十十

十十

晋

十十

柵

一46

一51

22

一59

一6`

一19

・一13

一53

一

一

__一一{:(+)十

十十一一(15)(16)
一十十

十十

什十

一十十

一十十

一i一十十

一⑳



798 小川=糞 便中ノ結核菌分離培養 二就テ 【第11巻

結

核

硬

化

型

惜

珊

珊

十十

朴

十

冊

掛

帯

冊

f十

什

十

十

十

十

珊

十

十十

十十

十

十

督

十

十十

十

十

十

十

十

+1一

十

(+)

十

十

十 一 一

一1十

十

十

一1+

十

十

十

十

±

十

10.El十 十 十十 一5S

88

84

100

68

114

20

68

54

十十 十

+1+
刑 什
一 十十

十 十十

十

± 十十

一1冊

± 85i+1++

±

十

56i冊1+

38 冊 子十

78

58

ろ1

37

冊 十

柵 十十

柵・ 柵

・冊 十十

一25

一21

一52

一53

一50

一一75 .5

一76

一34

一10

一62

一39

一21

一57

十

十

柵

十

一

十

備考:

一 ノ齢 ・{

4)喀 庚 申ノ菌・{早::

5)下 痢 血液反応

6)榮 養{圭 築糞

示 ス通 りデアル。

1)赤 血 球 沈 降 速 度 ノ・30℃1時 間 ノ債 ヲ示 ス
.,)肺 活 量 ノ・%ヲ 示 ス

冊 培養 基 上 二除 ス所 無 〃生 ヘ タ モ ノ

冊 数 へ切 レ ナ イ が前 者 ヨ リ・・マ バ ラ ノ モ ノ

什 聚落 ノ数 が5-10位 ノ モ ノ

十 聚 落 ノ倣 が1-4位 ノモ ノ

柵 一視 野 二約10前 後 ノ モ ノ
5-6前 後 ノモ ノ

1-2或 ヒ・・夫 レ以 下 ノモ ノ

・寄 生 最 卵 ノ・存 在 ス ル モ ノノ・(十)ナ キ モ ノノ・(一)胃 腸 障 碍 モ シ カ リ

喀疾 中 ノ菌 ノ量 ト培 地上 二表ハ レタ聚落 ノ撒 ト

ハ大腿 相応 スル様 デアルガ、 喀疾 中 ノ菌 ノ激 が

少 イ ノニカ ・ワ ラズ、屡 ミ、聚落 が多 イ事 ガア

ル、 之 レハ腸 結核 テ疑 フニ充分 デア ラウ ト思 バ

レル。聚 落 ノ数 ノ多 クナルニ從 ツテ、下痢便 ノ

撒 モ多 クナル、叉 血液 反癒及 ビ寄 生巌卵 ト聚落

ノ度合 ノ間 ニ八開係ハ ナ イ様 デアル。

叉 胃腸 障碍 テ訴 フル モ ノ、熱 ノアル モ ノ、榮養

ノ不良 ナルモ ノモ、聚落 ノ撒 二相 當 シテ、聚落

ノ多 イモ ノ程 多 イ、又赤血球 沈降速度、 肺活量

ナ ドモ、聚落 ノ度 二相癒 シテ夫 々 ノ動 キテ示 シ

テ居 ル。

之 レテ要 スルニ、聚落 ノ程度 ト、臨躰:的所 見 ノ

程度 トハ大禮 二於 テ、相 一致 スル様 デ ァル。

「ッベル ク リ.ン」皮 内反慮及 ビ補盟結合反応 ト聚

落 ノ程度 トノ間 二八、一一定 ノ関係 ヲ見出 ス事ハ

出来 ナカ ツタ.

?.余 ノ得 タ菌 ノ動 物 二割・スル奮 力試験

余 ノ培養 二依 ツテ得 タ菌 ハ、聚落 ノ様子、抗酸

性 デァル事、顕微鏡 的形態所 見 ナ ドカラ、結核

菌 デアル事 ハ想像 出来 ル ガ、是 ヲ'一層確實 ニス

ル爲 二、動物 二封 スル毒力試験 テヤツテ見タ.

即 チ糞 便 ヨリ得 タ菌、18菌 株 二付 キ、其 ノ第2

代 培養(銀 杏鶏卵培地)テ 作 り、4週 間日 ノモ ノ

ラ1/10白 金 耳宛、海狸 ノ右 ノ鼠蹟 部 ノ皮 下 二注

射 シタ。而 シテ 】菌株 二付 キ,2匹 宛 ノ海狸 テ

用 ヒタ.

海狸 ハ艘 重680grヨ リ400grマ デ ノモ ノテ用

ヒタ.ソ シテ1週 間毎 二禮重 テ測定 シ、死 亡 シ

タ時 ハ腹膜、鼠践腺、腸 間膜腺、腋窩腺、頸腺
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(23)

(24)

(25)

(26)

(27)
ギ281)、 ノ

(11)

〔ユ2'1、 ノ

43'!
!

(14)

(15:1

(16)

(17:1

(18ク

L19)

(20)

十

一十

「十

一十

一十

一柵

十

一十

一十

一十

一十

一
十

一十

一
十

一十

一十

上
土
㈲
三

二
+

)

)

柵

十

十

十

十

(

(

十

十 +1+
一 十

十 一

十

一十

一十
二
十

一±

±

十

一
十

=

一
十

一
十

一
±

一十

=

一十

43

一
25

一
12

一
6

一
34

98

40

35

28.5

35

36

41

14

9

49

6

十

一十

柵

十

十

什
耳

茸

一帯
耳

十十

十

一
冊

一
什

一
帯

一
粁

一
帯

一
帯

サ

十

一50

-37

-18

一23

一43

一17

-42

-15

-19

-26

-40

一一38

一一47

-12

十

一十

十

十

一十

7

)8

)9

・冊35mm以 上

柵26-35mm

マ ン トウ氏 反 鷹 十十16一 ゴ5mm

十6-15mm

CO-5mm

一{ll隷
イモ.

喀庚申ノ菌 ノ項ニテ(十)ト アルハ胃液培養二佐 リ

結核菌陽性 ヲ示 シタモ ノ

肺門腺、脾臓、肝臓、肺臓等 テ精 細 二肉眼的 二

検査 シ、脾臓 バー 々之 レテ秤 量 シ、淋巴腺 ノー

部 ヨリ塗抹標本 テ作 り、Ziehl-Neelsenノ 方 法 デ

染 色 シテ、菌 ノ有無 テ調 べ、又一部 カラ5.0%

ノ硫 酸 デ腿置 シテ培養 テ行 ヒ、残 りハ他 ノ器管

ト共 二、組織學 的 ノ検索 二用 ヒタ.

今 其 ノ結果 テ見 ル ト、1例 ハ注射 ノ翌 日死 亡 シ

タノデ之 ラ除 ケバ、 残 り35例 ハ最 短6日 、 最

長59日 、ZF均22日 デ死亡 シテ居 ル、膿:重モ次第

二減少 シ、菌 注射直前 ト、死亡 シタ常 日 トラ比

較 スル ト、 最11、5(lgr、 最 大310gr、 平 均131レ

瓦 ノ減少 テ來 シテ居 ル。

塗抹標 本 二依 リ、菌 ノ護 明 ノ出来 ナヵツタモ ノ

ノ・、8例 デアツテ、其他 ハ全部 多 力レ少 カ レ、

何 レモ菌 テ謹 明 スル事 が出来 タ。此 ノ8例 八省

ホ 培養法 ニヨツテ 何 レモ 抗酸1生菌 テ 認 メタA

塗 抹標 木 二依 リ菌 ノ讃 明出来 タモ ノハ勿論、培

養 二依 リ澤山 ノ聚落 テ登 見 スル事 が出来 タ。30

日以 上生存 シタモ ノハ「ツベル クリン」皮 内反磨

が陽性 デ、鼠践腺 テ外 カラ鰯 レル事 が出來 タ。

肉眼的 ニハ、何 レモ淋 巴腺 ハ腫大 シ、長 ク生存

シタモ ノデハ明 二結 節 が襲 見 サ レ、 且 ツ,又注射

部位 ガ、壊死 二階 ツタモ ノハ7例 アツタ。又腹膜

炎 テ起 シタモ ノハ4例 アツタ.脾 臓 ハ何 レモ皆

腫 化 シ、2.Ogr以 上 ノモ ノハ8例 ア リ、最大 ナ

ルモ ノハ{1.6grア ツタ。 又 肉眼的 二多数 ノ小

サナ結 節 テ認 メル事 ノ出来 タモノモ数多 アツタ

其他、肝臓、肺臓等 モ夫 々皆病攣 ラ示 シテタ.

殊 二肝臓 デハ、澤 山 ノ結節 テ認 メル事 ノ出来 タ

ノハ、11例 アツタ.又 組織學的 ニモ、是等 ノ器

管 ハ、夫 々皆、結核 ニ一致 ズル實質的 ノ攣 化 テ

刀くシァタ。

以上 ノ成績 ヵラ、余 ノ得 タ菌 ハ、 明 ヵ二結核菌

デ アル ト断言 出來 ル。
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8.糞 便 中1結 核菌 ノ由來

糞便中 ノ結核 菌 ノ由來 ハ大略次 ノ様 ナ場 合 テ考

ヘル事 ガ出來 ル
。

(1)腸 性 二來 ル場合、2P-F結 核 菌 テ含 ム喀疾 ノ

嚥下或 ヒバ、飲 食物 ト共 二外界 ノ結核 菌 ヲ嚥下

スル場 合。

飲食物 ト共 二外界 ノ結核 菌 テ嚥下 スル場合 ハ、

割 合 二稀 デアル故、考慮 ノ鹸地 ハ無 イ ト思 ハ レ

ノレo

喀 疾 二 依 ル ト云 フ 説 テ ナ ス モ ノ ー 、SchaWl℃

(1897),Lichtheim(1883),Klose〔1910),Imman

㈹(191]) ,Sch6neu.W6issenfels49(1913),Hans

Much(50)(1923},SzUle(1931)等 ガ ァ ル 。

(2)膿 汁 ト共 二排 出 サ レ タ菌 ガ 出 ル 場 合 。

F.Frsnkelu.P.Krause〔51>(1899)ハ 肺 結 核 デ

死 亡 シ タ 患 者 、36例 ノ膿 汁 テ 海 瞑 ノ皮 下 二 注 射

シ テ、5例 二 陽 性 テ得 タ.

此 ノ5例 ノ患 者 テ細 別 ス レバ 、 粟 粒 結 核2例 、

乾 酪 性 肺 炎1例 、 結 核 性 氣 管 枝 周 園 炎1例 、 進

行 性 肺 結 核1例 デ ア ル 。 而 シ テ粟 粒 結 核 デ ハ 肝

臓 二攣 化 ガ ア ツ タ ガ 、 其 他 ハ墜 化 ガ無 ヵ ツ タ ト

云 フ.Maxson{s2)(Ml,)ハ 不 明 ノ診 断 ノ患 者 垂11

例 中4例 二菌 ラ獲 見 シ、 解 剖 シ テ 見 タ ラ、 肝 臓

ニ ハ 攣 化 ガ 無 カ ツ タ 。LydiaRabinowitsch〔53)

(1913)・ ・重 症 肺 結 核 患 者 ノ解 剖 ノ折 リ、 膿 汁 テ

取 ツ テ 海 瞑 二 注 射 シタ ラ、17例 中 、12例 二 陽

性 テ示 シ タ.此 ノ12例 中 、 肝 臓 二 攣 化 ノ ァ ッ タ

ノハ 、 唯 ノ1例 デ ア ツ タn

Carnotu.Libert.(sg(1921)ハP客 疾 ノ無 カ ツ タ患

者7例 中3例 二 菌 テ澄 明 シ タ.Freed,Harold,

u.LouinaT.Black【55)(1923)ハ12人 中8人 二

陽 性 デ ア ツ タ。 且 ツ ソ ノ中2例 ハ 喀 疾 ノ訣 イ タ

患 者 デ ア ツ タ。Corper,Simondsu.Freed㈹

(1923)モ 重 症 肺 結 核 患 者18例 中5例 二菌 テ詮

シ、Olmer,Albertu.Cr6mieux〔5η(1924)ハ9

例 中4例 二 、Libert(58)(1924)ハ 喀 疾 ノ無 イ患 者

5係 二HansRosenbogen{59)(1926)ハ13例 中3

例 二 夫 々 菌 ヲ登 見 ス ル 事 ガ 出 來 タ.

又 人 工 的 肺 結 核 動 物 或 ヒ ハ結 核 動 物 ノ膿 汁 ヵ ラ

菌 テ讃 明 シ タ モ ノ ニ 、Calmette(60)(1909),Joest

u.Ziegler(61)(1913),C.Titzeu.E.John(62)(1913)

Marchiotti(63)(1921),Remlinger(64)(1923)等 ガ ア

ル。 膿 汁 ノ菌 ハ 果 シ テ血 行 性 二 來 タ モ ノ デ ア ル

カ 、 或 ヒ バ 肝 臓 自 身 ノ結 核 ノ爲 二 來 タ モ ノデ ア

ル カ テ 決 定 ス ル 事 ハ 困 難 ナ 問 題 デ ア ル 。Joest

u.Ziegler(1913),Marchiotti(1921),Sasanou.
ロ

Medlar㈹(1924)等 ハ 肝 臓 二結 核 性 病 攣 ア ツ タ 爲

デ ア ツ テ結 核 性 ノ攣 化 ノ無 イ モ ノ ハ 皆 陰 性 デ ア

ツ タ ト云 フ.又 一 方E.Fr5nkelu.P.Krause

σ899),A.Calmetteu.CGu6rin(1909),Lydia

Rabinowitsch(1913),Olmer,Albertu.Cr6m-

ienx(1924)等 ハ 皆 血行 性 二 來 ル ト稻iシ テ 居 ル。

(3)血 行 性 二 腸 壁 テ通 過 シ テ 出 ル 場 合 。

Rosenbagen(1907)ハ 劃,物 實1瞼 二 依 リ、菌 ハ 腸 壁

テ通 シ テ 排 出 サ レル 事 テ謹 シ、19(19年 ニ ハ 急 性

粟 粒 結 核 ノ患 者4例 二 糞 便 中 二 結 核 菌 テ謹 明 シ

且 ツ夫 等 ノ解 剖 二 依 リ腸 ニ ハ 何 等 ノ攣 化 ガ無 カ

ツ タ 故 、 之 ハ 恐 ラ ク血 行 性 二來 タ モ ノデ ア ラ ウ

ト云 フ。.Calmette(6の(1908)モ 亦 腸 管 ハ 結 核 菌 ノ

重 要 ナ排 出 門 デ ア ル ト構 シ テ 居 ル 。

SilberS.Peischowie(6D(1927)モ 喀 疾 中 二菌 ノ

無 イ モ ノ デ糞 便 中 二説 明 サ レ タ モ ノハ 恐 ラ ク血

行 性 ノ モ ノ デ ァ ラ ウ ト云 フn三 宅 氏(68)(1931)・ ・

海 狽 ノ左 ノ心 室 二菌 テ 注 射 シ テ 見 ル ト短 期 間 中

二 腸 管 二 排 出 サ レ ル 事 テ謹 シテ ル 。

且ess㈹(1911)モ 亦 同 様 ナ 實 験 テ シ テ ル。

(-1)腸 二 結 核 性 ノ潰 瘍 ノ ア ル 場 合 。

之 レハ 何 人 モ 異 存 ノ無 イ所 デ ァ ル 。

余 ハ 果 シ テ糞 便 中 ノ結 核 菌 ハ 、 何 庭 ヨ リ來 ル モ

ノ デ ア ル カ ヲ詳 ニ シ ヨ ウ ト シ テ、 先 ヅ 胃 液 ノ培

養 テ行 ツ テ 見 タ.胃 液 中 ヨ リ結 核 菌 テ謹 明 ス ル

事 ハ 、 既 二古 ク カ ラ小 見 科 領 域 デ行 ハ レ テ居 ツ

タ モ ノ デ初 メ テ登 見 シ タ ノ ハMeunier170)(1898)

デ ァ ル ガ 、 其 後Armand-Delilleu.1.Vibert

il7】♪(1927)
,MarianoMitra'72)(1927),Cantonnet
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Blanchu.Pedio(73)(1931),Christoffersenu.

Frederiksen(7の(]931),Poulsen,Vademar75)

(1931)Wallgren,Arvidl76)(1931),Clausen

Vibelm{7η(1931),Eizaguine,Emiliano,Frans・

isco,etc.㈹(1931),NordwallUlf79(1932),B61a

schicl～u.DorotbyBehner(80)(19二32)等 ハ 之,ヲ・

診 断 二鷹 用 シ テ、 好 成 績 テ ア ゲ テ 居 ル 。 而 シ テ

喀 疾 ノ無 イ患 者 デ モ 、 屡 支胃 液 中 二 登 見 サ レル

事 テ報 告 シ テ 居 ル 。

胃液 ハ朝 食 前 、 既 定 ノ方 法 二依 り、 其 ノ 前 液 ノ

ミヲ 滅 菌 的 二採 取 シ、 其 ノ10cc.二1.0%ノ 硫 酸

テ 同 量 入 レ、 擁 搾 シ、30分 室 温 一 放 置 シ、 遠

心 シ テ 、 其 ノ沈 渣 ヲ植 ヘ タ。 ソ ノ成 績 テ 見 ル ニ

次 ノ通 り デ ア ル 。

第三表 胃液 ノ培養成績一覧表

被検査者氏名
喀疾
中ノ
菌

胃液
培養
糞便
培養

肺結核患
者二於ケ
ル培養陽
性者一覧
表中ノ番
1號

;

1
臓潤性早期型

(1) 一 十 十

十

(6)

(2)一 一 十 (11)
一 十 十十 (4)(3)一
十 十 十 (14)(4)一
十 十 十 (10)(5)

血行性 (0)

柵 禍 十 (27)(1♪
1

鰺 出性1(2)■■■■■
柵 柵 十十 (20)

(3)一 十 冊 十 (29)

一I
I

(4)一 十 十十 柵 (16)
一 十 十 (1ろ)(1)

繍 増殖1生

(2)一 十 柵 冊 (`))

十 十 柵 (10)(3

(4) 柵 柵 冊 (1)
一1脚

l
l

ー
ー

(5-■■■■ 柵 柵 冊 (6)
一 十 十 (8)(1)一

硬化性,
一 十 十 (15)(2)一

(3)■■■■■ 十 十 十 (12)

十 柵 十十 (の(4)

其他5人 全部 一 一 一

温性肋膜炎5人 全部 一 一 一

即 チ、喀疾 中二菌 ノ讃明 サ レタ患 者、12例 ハ陽

性 デァッタ。又糞便 中二菌 が説明 サ レテ、喀疾

中二菌 ノ説明出來 ナ カツタ者及 ビ喀疾 が出ナ イ

ト構 スル患者 ラ6例 行 ツテ見 タラ全部 陽性 テ示

シタ。廃疾 中一モ糞便 中一モ菌 ノ認 ノ ラレナカ

ツタ患者5例 ハ全部陰 性デ アリ、i無性肋膜 炎 ノ

患者5例 モ陰 性 デアツタ。

以上 ノ實験 二依 ツテ、喀疾 ノ無 イ ト構 スル患者

及 ビ菌 ノ認 メラ レナィ患者 デモ、相當 ノ度 二於

テ、喀疾 中 二、菌 が存 スルモ ノト想像 スル事 が

出来 ル。

次 二余 ハ膿汁 ラ採取 シテ培養 テ行 ツテ見 タ。

採取 ノ方法 ハ1Einhornノ 攣 法 デアル松 尾氏(81)

ノ方 法 二依 リ33%ノ 硫 酸 「マグ子 シア」液50cβ

テ用 ヒ、所定 ノ方法 二依 リ滅菌的 二、A、B、C

膿 汁 ラ採取 シタ。而 シテ是等、A、B,C膿 汁 ラ

各5qc宛 探 リ、 ソ レニ1/2量 ノ1.0%ノ 硫 酸 ヲ

入 レ擁搾 シ、30分 放置 ノ後25分 遠心 シテ、沈

渣 ラ鈴 木氏培地 二値 ヘ タ。余 ハ叉5.(1ノ 酒 精

デ虎 置 シタモ ノモ併用 シタ。

此 ノ2方 法 二依 テ豫備試験 ラヤ ツタラ]/200萬

白金 耳 マデ詮明 スル事 が出来 タ.

培 養成績 ラ見 ル_.早 期型、晩期型中 ノ慢性肺

結核、合計34例 、其 ノ中、喀疾及 ピ糞便 二菌 ノ

説明 出来 タモ ノハ、24例 、喀 艇中 二菌 ノ謹明 出

来 ナィデ、糞 便中 二説 明出來 タモ ノハ1例 、残

り9例 ハ糞便中 印モ、喀 疲中 ニモ陰性 テ示 シタ

モ ノデアル。肺結核 以外 デハ漁 性肋膜 炎 ヲ5例

ヤツタガ、余 ハ不幸 ニ シテ、其 ノ何 レニモ膿 汁

カ ラ培 養 スル事 ハ不成功 二終 ツタ。

余ハ又 人工的肺結核海狸 ノ死亡 シタモ ノニ ツキ

其 ノ膿 汁 テ採取 シ、培養 テ行 ヒ、20例 中6例 二

陽性 ラ得 ル事 が出来 タ。此 ノ陽性 ヲ得 タ動 物 ハ

解剖 二依 リ、 皆粟粒結核 デ死亡 シタモ ノデ、肝

臓 二八大 小 ノ結 節 ガ、 肉眼的 二澤 山説明出來 タ

モ ノテ アル0

余 ノ培養成績 ハ、諸先進 ノモ ノト、相距 ル事遠

イ様 二恩 バ レルガ、事實 ハ必:ズ シモソウデハ無

イ。

余 ノ行 ツタ患者 ハ肺結核 デモ、割合 二重症 デナ

イ、 ソシテ熱 ノ無 イ患者 ノ ミテ用 ヒタ。 ソシテ

是等 ノ患者 ハ 「べ.ト.1ノ 上 デハ代償性 ノモ ノデ
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ア ツタ.

諸 先進 ノ記録 テ見ル ー、好成績 テ示 シテ居 ル ノ

ハ、何 レモ重症 ノ肺結核患 者 力、或 ヒノ・死 亡 シ

タ時 ノモ ノ・ミデアル。且 ツ又、2,3割 合 二輕

イ、喀疾 ノ無 イ患者 中 二瑳見 サ レタ トシテモ、

ソ レガ果 シテ膿 汁 カ ラ出 タモ ノト云 ヘ ヨゥカ。

何故 ナ ラ、余 ハ喀疾 中 二菌 ガ無 イ ト構 シタ患 者

デモ、厘 ミ胃液 中 二結核菌 テ諦 明 スル事 ガ出來

タ。且 ツ又余 ノ臆 汁 ノ培養=於 テモ、A脆 汁 ニ

ハ屡 ミ陽性 テ示 シテタガ、 是 ハ恐 ラク胃液 ノモ

ノガ混 ツタ爲 デ アラウ ト思 バ レル、而 シテB膀

汁 二・・1例 モ謹 明 スル事 ガ出來 ナカ ッタ。又一

方余 ハ、海狽 ノ死 亡 シタ時 二、 ソノ膿 汁 二屡 支

菌 ヲ謹 明 スル事 ガ出來 タ故、恐 ラク肺結 核 ノ末

期 、死 亡直後及 ビ粟粒 結核 ナ ドデハ、矢張 リ菌

ハ膿汁 ト共 一 排 出サ レルデ アラウ ト思 バ レル

ガ、普 通 ノ代 償性 ノ肺結核 ノ患者 デハ、余 ノ實

験 二依 レバ、菌 ハ排 出サ レル ト云 フ設 二質 成 ス

ル事 ハ出來 ヌ。

又余 ハ杉村外科教室 ノ厚意 二依 リ、腎臓結核 患

者 ノ糞便 テ検 査 スル事 ガ出來 タ。腎臓結核 ハ血

行性轄 移 ニヨツテ獲生 スル事 ハ、多 ク ノ學者 二

依 ツテ認 メラ レテル事 デアツテ、 熊谷教授s2毘

腎臓結核 患者 ノ胸 ノ「レン トゲ ン」爲眞 二・・、其

ノ68%二 於 テ血行撒布 ノ像 ガ認 メ ラレタ事 テ、

報 告 シテ居 ラ レル。 教 室 ノ飯 淵氏(83)(1632)モ 腎

生殖器結核 患者 ノ血液 中 ヨリ屡 丸菌 テ培養 スル

事 ガ出來 タ。

余 ハ腎臓結核 患者 、14例 ノ培 養 テ試 ミタガ、何

レモ陰 性 ノ成績 ラ示 シタ。又血行 撒布 ノ患者 デ

喀疾 中 二菌 ノ諦 明出來 ナカツタモ ノモ、 皆陰性

デア ツタ。

ヨツテ結 核菌 ガ血行 性 二腸 壁 ヨリ排 出 サ レル ト

云 フ事 モ首肯出來 ナ ィ所 デァル。 ゆ

嚥 下 セ ラレタ結核 菌 ハ種 々 ノ消化液 二作用 サ レ

ル ワケデアルガ、果 シテ障碍 テ受 ケル事無 ク、

糞便 ト共 二排出 サ レルモ ノデ アルカ。Fernbach

u.Rullier(84)(1922)ハ 結 核菌 テ含 ム喀疾 二、人 工

的 ノ胃液 テ加 ヘル事 二依 リ、 ソ ノ毒力 ハ減 ツテ

來 ル ト云 フ.且ansMuch(1923)・ ・胃液 ・・タ ト

へ、結核菌 ノ登育 テ阻止 スル トシテモ、菌 ソノ

モ ノハ殺 シ得 ナ ィ、之 レハ脂肪 テ分解 スル酵 素

ノ無 イ事、盤酸及 ビ蛋 白消化酵素 ノ充分 デナ ィ

事 デモ解 ル ト稔 シテル。

Bandelier-Roepke(1926)ハ ヨ シ消化液 ・・働 イテ

モ、喀疾 ハ速 二通過 シ、且 ツ粘液 ハ菌 ノ障碍 ヨ

リ助 ケル故大 シタ攣化 ・・ナイ ト云 フ.Moriondi

Carlsu.Bertarelli㈹(1932),Alexanderu.

WilliamM.Gibbs(sm(1930)等 ハ膵液 二依 ツテ結

核菌 ハ死 ナ ・イ ト云 フ。 又Myliusu.Fritz

Sartorius岡(1924)モ 、 腸液 テ加 ヘル事 ニヨツテ

結核菌 テ消化 スル事 ハ出來 ナ カツタガ、著色 ガ

悪 クナ リ、且 ツ、Muchノ 穎 粒 ガ多 クナ ツタ ト

云 フ.

叉Calmetteハ 脆 汁 テ培養基 二加 ヘル事 ニヨリ

毒 力 ノ少 イB、C、Gテ 作 ル事 二成功 シテル。

余 モ亦牛 ノ膿汁5c.c・二喀疾 ヨリ分離培養 シタ菌

種 ヲ1/10白 金 耳宛 入 レテ、37℃ ノ艀卵器 二入

レオキ、當 日、2日 目、4日 目、6日 目、12日

目、15日 目 ト培養 シテ行 ツタ ラ、放置 日敷 ノ多

クナル ニ シタガツテs聚 落 ノ撒 ハ少 クナ ウ、15

日 目 ノ培養 デハ、菌 ラ護 明 スル事 ハ出來 ナ カツ

タ^

以 上 ノ實験 二依 リ、嚥 下 サ レタ菌 ハ、腸 管 デハ

各清化液 ニ ヨツテ、 障碍 テ受 ケルガ、菌 ハ殺 サ

レル事 ナ久 糞便 ト共 二排出 サ レル モ ノト想像

スル事 ガ出來 ル。

以上総括 ス レバ、余 ノ實瞼 デハ、腸結核、粟粒

結核 ノ場合 テ除 ケバ、糞便 中 ノ菌 ハ明 カニ嚥下

サ レタ喀疾 ニ ヨル結核 菌 デ アル事 ガ ワカル。

9・ 肺結核患者 二於 ケル第二次的腸結核 ノ登生;關 スルー考察

肺結核患者二於ケル第二次的腸結核ハ、臨躰家

ノ考ヘテル以上二多イモノデアツテ、撒年間何

等 ノ臨躰的所 見 テ示 ス事 ナ久 解剖 ニヨツテ初

メテ登見 サ レルモ ノ・多 イ事 ハ東西學者 ノ等 シ
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ク認 メル所 デアル。

R.Engelsmann(88)(1917)ハ 解剖 デ非常 ナ墜 化テ

示 シタ ノニ關 ラズ第二次的腸結核 ノ90%ハ 潜 在

性 ノモ ノデアツタ ト云 フ。

今肺結核 患者 ノ解剖 ニ ヨリ登 見サ レタ第二次的
の

腸結核 テ集 メテ見 ル ト次 ノ様 デアル。

著 者

N?V.Zahn「89)(1902)

Walsch(90)(1909)

Kaufmannl91)(1911)

Engelsmann(1917)

RubinEliH(92)(1931)

Photakis.B.A(93)(1931)

北大病理敏室(1932)

金澤磐大病理敏室(1932)

黒 丸氏9萄(1931)

%

63.2

76.0

90.0

92.6

65.0

75-90

71.9

66.15

72.5

第二次的腸結核 ハ 肺結核 ノ末期 一 起ル事 ハ事

實 デ アツテ、WilhelmNeumannl95)(1925)モ 、

PhthisisfibrocaseosaCommuisconfiimataノ

時 期 二起 ル事 ガ最 モ多 イ ト云 フ。

Bandelier-Roepke(1926)ハ 第 二次 的腸結核 ・・、

喀疾 ガ糞便中 二鯵 積 シ、粘膜 テ磨擦 スルカ ラデ

アツテ、感染 ノ機 會テ多クスル條 件ハ、榮養衰

ヘ テ、喀疾 ノ量 ノ多 イ進 行性 ノ室洞期 デアル。

此 ノ時期 二於 テハ澤山 ノ菌 量 ト、少量 ノ食物 ハ

多 ク ノ接燭 ノ機 會 ラ與 ヘ ル。此 ノ時初 メテ感染

ガ起 ル ト云 フ。又 淋巴性 二來 ル事 ハ、腹膜炎 ノ

時 テ除 イテハ稀 デァ リ、血行性 二來 ル事 モ粟粒

結核 テ除 イテ・・稀 デアル ト云 フ。其他Aschoff

㈹(1911),W.Zweig〔9η(1923),J.Strasburger

㈹(1926),MaxMathes(99)(1929)等 モ皆嚥下 サ レ

タ喀疾 中 ノ菌 二依 ルモ ノデア'ソテ、 血行性韓移

ハ絵 リ大 ナル役 目テ演 ズル モ ノデハ無 イト構 シ

テル。R.Engelsmann(1917)ハ 喀 疲又,ビ』膿汁 カ

ラ起 ル ト考 ヘテル。血行性 二起 ル ト構 スル モ ノ

ニCelmette(1gOg)一 派 ガ ァルガ、有馬氏(]1):s2)

モ血 行性播種 性結核 患者 ノ4≧撒 以上 二腸潰瘍 テ

認 メ、 「レン トゲ ン」的観察 カラ考察 スル ト、血

行性播種性 ノモ ノガ可 ナ リ多 イモ ノ故、從來考

ヘ テル ヨリハ、此 ノ血行性登生 ハ多 イデハ ナカ

ラウカ ト樗 シテ居 ル。

余 ハ先 二記 シタ様 二、糞便 中 二叢 見サ レタ結核

菌 ハ腸結核 テ除 ケバ、全部喀疾 ト共 二嚥下 サ レ

タモ ノデアツタ。 且 ツ膿汁 ト共 二排出 サ レル ト

云 フ読、及 ピ血行性 ノ論 ニハ質成 出來 ナ ィ。

腸管 中 二嚥下 サ レタ菌 ニヨツテ、果 シテ患者 ノ

何%二 腸結核 テ惹 キ起 スカ、又 ソノ登生機 博 ノ

詳細 ハ不 明 デアルガ、喀疾 ノ量、患者 ノ榮養状

態病歌、各個人 ノ腸管 ノ結核菌 二封 スル防禦 力

其他 ノ微妙 ナ種 々 ノ條件 ノ総和 ガ、第二次的腸

結核 テ惹 キ起 ス1・思 バ レル。

而 シテ、其 ノ源泉 デアル菌 ・・、余 ノ實験 二依 レ

バ、嚥 下 サ レタ菌 デアル故、恐 ラクハ嚥下 サ レ

タ喀疾 ユヨツテ惹 キ起 サ レタ第二次的腸結核 ガ

大部分 デァツテ、血行性轄 移、膿 汁等 カラノモ

ノハ、籐 リ大 ナル役 目 テ演 ズルモ ノデハナ カラ

ウ ト,思ハ レル。

lo.結 論

(1,)余 ハ糞便中 ノ結核菌分離培養 法 ラ考案 シタ

即 チ、 「トリパ フラビ ン」硫酸 法、 「アンチ フAル

ミン」硫 酸 法、 「トリパ フラビンアンチフォル ミ

ン」硫酸法 ノ3種 デアル。

(2)噛 爽 中二結 核菌 ノ読 明出來 タモ ノハ100%

二、謹 明出來 ナカツタモ ノハ26・7%二 糞 便 中 ヨ

リ培養 シ得 久 肺以外 ノ結 核性疾 患 デハ、腹肋

膜 炎 ノ患者2例 ニ ノミ謹 明出來 タ、又結核性疾

患以外 ノ疾患、健康者等 ・・総 テ陰性 デアツタ。

(3)余 ノ糞 便中 ヨ リ得 タ菌 ハ、腸結核 ラ除 ケバ

皆喀疾 ト共 二嚥 下 サ レタモ ノテア'ソタ.

(4)第 二 次的腸結核 ハ、喀疾 ノ嚥下 ニ ヨツテ起

ルモ ノガ大部分 デア・ソテ、粟粒結 核 テ除 ケバ、

血行性轄 移、膿汁 ヨリ排 出サ レル場合、及 ビ淋

巴性 二起 ル場 合等 ハ籐 リ大 キナ役 同 テ務 メルモ

ノデハ ナカラウ.
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